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加古川市教育委員会   
 
 

教職員の業務改善について 
 
 
近年、教職員の業務改善が喫緊の課題となっていることから、本市においては、令和４年

２月に「教職員の業務改善について」を発出し、教育委員会が取り組むこと、学校が取り組
むことを示し、業務改善に向けた取組を推進しているところです。 
しかしながら、コロナ禍における様々な対応等により、依然として教職員の超過勤務時間

が長時間化している状況が続いています。 
こうした状況を踏まえ、今年度も引き続き、更なる教職員の業務負担軽減に向け、下記の

取組を行うこととします。 
本市の教育に携わるすべての教職員が、ワーク・ライフ・バランスを実現し、充実した教

育活動を行うことができるよう、保護者のみなさまのご理解、ご協力をお願いします。 
 

記 
 
加古川市教育委員会が取り組むこと 
１ スクールサポートスタッフの配置について 
 ・今年度についても、スクールサポートスタッフを継続配置する。 
 
２ ICTを活用した採点・分析システムの導入について 
 ・採点時間の短縮や、子どもの学力をより正確に把握・分析して授業改善を図るため、ICT

を活用した採点・分析システムを、全ての中学校に導入する。 
 
３ 不登校児童生徒への支援の拡充について 
 ・不登校の状態像が多様化する中、「わかば教室」を市内の複数地域に設置し、児童生徒の

居場所や学習機会を確保し、社会的自立に向けた支援の充実を図る。 
 
４ 教育委員会による学校訪問等について 
 ・オープンスクール等の学校行事、移動教育委員会、管理職訪問等の機会にあわせて、市

教育委員会が学校や児童生徒の様子を参観する。 
 
５ 市教育委員会が主催する出張の削減やオンライン化について 
 ・市教育委員会が主催する出張の削減やオンライン化について、さらに進めていく。 
 
６ 休日の部活動指導の地域移行について 
 ・令和５年度においても、引き続き休日の部活動指導の地域移行について検討、試行する。 
 
 
各学校が取り組むこと 
１ 情報機器の有効活用について 
 ・始業前、終業後の留守番電話の設定を確実に行う。 
・朝の欠席連絡等について、Googleフォームやメールの活用等、情報伝達手段を工夫する。 
  

２ 学校行事等の精選、簡素化について 
 ・各校が業務改善の視点で、コロナ禍における学校行事等の精選、簡素化に努めたノウハ

ウを生かしながら、ＰＴＡ、保護者及び学校運営協議会の理解、協力のもと、更なる改
善に努める。 


